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網走市および伊達市と「地方創生に関する連携協定」を締結しました 

～地方創生の実現に向けて網走市および伊達市と連携して取り組みします～ 

 

 北洋銀行は、本日、網走市および伊達市と連携協定を締結しました。 

 当行の道内地方公共団体との連携協定は 34,35例目、「地方創生」に関する連携協定は 24,25

例目となります。 

 

 

１． 目的 

網走市と当行、および伊達市と当行が一体となって、連携・協力のもと、両市それぞれの

特徴を活かし、協働した取り組みを実施することにより、地方創生の実現に資することを目的

とします。 

 

２． 本協定締結のメリット 

それぞれが持つノウハウやソリューションを駆使して、地方創生の推進やまちづくり活性化

に連携・協力して取り組むことにより、両市の発展の可能性を広げていくことができると考えて

います。 

 

３． 協定の内容 

（１） 網走市との協定 

 A．ILO産業分析（※1）を活用した産業活性化に関する協力 

 B．オホーツク食材のブランド確立に関する協力 

 C．観光産業の振興に関する協力 

 D．その他協議により定める事項 

（２） 伊達市との協定 

 A．ILO産業分析を活用した産業活性化に関する協力 

 B．観光産業の振興に関する協力 

 C．移住定住の推進および CCRC構想(※2)の実現に向けた協力 

 D．その他協議により定める事項 

   ※1 域内の産業を「Inbound 型」「Local 型」「Outbound 型」に分類、付加価値を分析し、特

徴・傾向を把握すること。 

  ※2 Continuing Care Retirement Community 

        高齢者が自らの希望に応じて地方に移り住み、地域社会において健康でアクティブな

生活を送るとともに、医療介護が必要な時には継続的なケアを受けることができるような

地域づくり 

以 上 


